
安城市保育園等の運営状況及び特色について

１ 設置状況（H31.4.1時点）

〇 保 育 園 ：35園（公立：23園、⺠間：12園）

〇 幼 稚 園 ：９園（公立：２園、⺠間：７園）

〇 こども園：６園（公立：２園、⺠間：４園）



安城市保育園等の運営状況及び特色について

２ 園配置図
〇保育園

概ね小学校区に１園配置
⇒各地域と密接な関係

〇幼稚園

比較的、人口集中地域に配置
⇒公立園とともに、
地域に結びついている

〈公立〉

〈⺠間〉

４園のみ（H31からは２園）

需要に応じバランスよく配置
〈⺠間〉

〇認定こども園

既設園からの移行、統合にて設置

〈公立〉

〈公立・⺠間ともに〉



安城市保育園等の運営状況及び特色について

３ 児童数の推移
市全体の人口は増加

☆０〜５歳児の人口は、

しているが…

減少が続いている



安城市保育園等の運営状況及び特色について

４ 保育園（※）の利用状況

・利用人数

☆１〜２歳児の
伸び率が高い

認定こども園の保育園コースを含む

・利用率
上昇傾向
が続く



安城市保育園等の運営状況及び特色について

５ 保育園（※）の定員推移

認定こども園の保育園コースを含む

定員（人） 0-2歳定員（人） 3-5歳定員（人）
2015年 4,045 1,276 2,769

2016年 4,315 1,345 2,930

2017年 4,535 1,593 2,942

2014年 4,651 1,593 3,054

2019年 5,249 1,722 3,567

公立保育園の増改築、⺠間保育園の誘致により、
低年齢児（0-2歳）を中心とした定員の拡充を図る



安城市保育園等の運営状況及び特色について

６ 待機児童の状況

認定こども園の保育園コースを含む

0歳児（人） 1歳児（人） 2歳児（人） 計（人）
H29.10 5 7 4 16

H30.10 11 6 2 19

待機児童の調査は、年２回（４月及び10月）
年度当初は待機児童が出ないものの、年度途中の入所により、
10月調査時に待機児童が発生（2年連続）



安城市保育園等の運営状況及び特色について

７ 特別保育実施状況

認定こども園の保育園コースを含む

公立2園)

2保23,こ2)

⺠間2園)

2保12,こ4)

合計2園)

2保35,こ5)

低年齢児保育 14 15 33

延⻑保育 20 16 36

一時保育 4 7 11

特定保育 1 1 2

休日保育 2 0 2

病児・病後児保育 0 0（※） 0

※ただし、⺠間事業者により市内１施設で対応（市からの委託）



安城市保育園等の運営状況及び特色について

〇 地域において多面的役割を担う
８ 公立保育園の特色

【安城市における保育園・幼稚園の運営方法の検討報告書（H20.2）より】

① 地域の拠点的役割（集落の子どもや家庭の状況を把握）
② 子育て支援を推進する役割（学校、児童相談センター等と連携）
③ 人材育成、保育の質の向上に努める役割（保育研究、研修）

〇 特別保育が早い時期から実施される
⇒保護者の要望により、⺠間保育園に広がる。

〇 公立園の割合が高い

安城市の保育 ：公立園が主導（⺠間園と連携）

現在では、公立園と同じ水準で対応（弾力的サービス）

公立保育園：23園、⺠間保育園：12園



安城市保育園等の運営状況及び特色について

９ 幼稚園の利用状況と特色

・幼稚園需要 ：減少傾向
・預かり保育需要：増加傾向

２園をこども園へ移行（H31.4）
安城こども園 さくのこども園

公立幼稚園入園児童数の推移 預かり保育利用者延べ人数

〇公立園



安城市保育園等の運営状況及び特色について

９ 幼稚園の利用状況と特色

〇⺠間園

・市内にバランスよく配置

・⺠間園に対する需要が高い

幼稚園 ：⺠間園が中⼼

・園独自の課外活動
（英語教室、スイミングなど）



安城市保育園等の運営状況及び特色について

10 認定こども園の状況（移行への背景）

幼稚園需要の減少
預かり保育需要の増加

〇公立園（幼稚園） 〇⺠間園（幼稚園、保育園）

・空き教室の有効活用
・地域の幼児の集約

近隣保育園にて
低年齢児保育の拡充

・保育サービスの向上
⇒就業の有無によらず在園可

・地域の保育園（又は幼稚園）
需要に対応

こども園への移行

保護者及び地域の
ニーズに対応

こども園への移行


